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研究開発の概要

関連サイト紹介
●公式商品サイト・会社HP
　https://www.ashirase.com/

● 背景
ホンダよりスピンオフしたスタートアップであり、視覚障がい者向け
歩行ナビゲーション「あしらせ」の製品開発、技術研究を行っている

● 研究開発内容
●センシング技術：足元のIMUセンサを活用した歩行軌跡の推定、
　段差など道路環境の推定技術
●フットウェア技術：過酷な装着環境における信頼・装着性を担保する
　ウェアラブルデバイスの実装技術
●ナビゲーションアルゴリズム：人の特徴に合わせたルーティングや
　誘導情報の生成技術
●アクセシビリティ技術：目が不自由な人が操作するために必要な
　機能を追求したアクセシビリティ技術

NEDOのNEP（ナビゲーション技術）、STS（振動部インターフェースの
研究）を利用した技術を用い、実用化および市場販売を行っている
●先行販売モデル（2022年）：クラウドファンディングにて販売完了
●Ver.2モデル（2024年）：10月より販売中

● 成果

● 今後の展望
デバイスの海外展開を踏まえた量産化。それに向けた技術開発。特に、
●身体に合わせて変形しつつ触覚で情報を伝達するための、柔らかい
　エラストマー等の高機能素材、高屈曲・耐久性のある電線、触覚を伝える
　ハプティクスデバイスなどの要素技術
●靴に取り付けるためのバネ性を持ちつつ耐候性の高い樹脂素材
●柔らかい樹脂同士を接合する技術（ex.レーザー、超音波）

来場者へ向けて
素材、電子部品、製造技術、ナビゲーション技術など各要素技術において連携を模索したい。
特に量産化に向けて、高機能素材、接合技術、ハプティクス分野において技術・開発・製造の連携先を模索したい。
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主な研究開発内容


